
作 成 日

施策 No.

主管課名

関係課名

施策の対象

施策の意図

施策の成果向上に
向けての

住民と行政との
役割分担

成果指標設定の
考え方及び

指標の把握方法
( 算定式など )

電話番号

対象指標名 単位

施策名

施策評価シート（               年度の振り返り、総括）

     年度実績      年度見込

　　 年度
基本計画目標値単位成果指標名

        　　　 年　　  　月　       　日

     年度実績      年度実績      年度実績      年度実績      年度実績      年度実績

     年度実績      年度実績      年度実績      年度実績      年度実績      年度実績      年度実績

平成29 平成30 04 17

12 文化芸術の振興

文化課 0285-83-7731

市民

23 24 25 26 27 28 29 31

人口 人 82,136 81,511 80,929 80,698 80,590 79,422 79,542 80,200

　市民だれもが文化芸術に触れ親しみ学ぶ機会を拡充するとともに、文化芸術施設の整備
充実に努め、文化芸術のかおり高いまちづくりを進める。

・文化芸術の鑑賞、発表、学習機会の提供については、市民会館利用人数、市民会館自主事
業数、久保講堂利用人数を指標とする。
・文化団体支援については、文化協会加入団体数、文化協会会員数を指標とする。
・市民の文化芸術活動への参加については、文化芸術活動に参加した市民の割合、文化芸術
に興味・関心がある市民の割合を指標とする。
・真岡の文化芸術の市内外への発信については、美術品展示館入場者数、久保資料室入場者数
を指標とする。

23 24 25 26 27 28 29
31

文化芸術活動に参加した市
民の割合

% 17.2 19.1 15.1 13.5 15.3 15.7 16.1 25.0

文化芸術に興味・関心が
ある市民の割合

% 66.2 65.4 62.9 64.6 64.2 62.9 62.3 75.0

市民会館利用人数 人 9,892 37,912 41,106 70,283 98,767 105,970 88,061 101,000

市民会館自主事業数 件 0 3 3 6 5 7 8 12

久保講堂利用人数 人 13,421 17,936 17,106 25,733 23,643 24,272 20,883 18,000

文化協会加入団体数 団体 157 153 155 150 147 141 137 160

文化協会会員数 人 2,463 2,259 2,426 2,411 2,338 2,129 2,127 2,500

美術品展示館入館者数 人 　　ー 　　ー 　　ー 16,232 23,527 18,715 16,555 5,200

久保資料室入館者数 人 　　ー 　　ー 　　ー 12,597 18,731 16,076 17,224 5,200

市民は、自ら積極的に、文化芸術に興味を持ち活動する。
行政は、文化芸術活動の企画運営と環境整備を行う。また、文化活動を担う人材や文化
団体の育成支援を行う。



    年度の
評価結果

1. 施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

29

（１）施策結果の時系列比較（過去３年間の比較）
　市民会館は、東日本大震災で被災したため、再整備工事を行い、平成２６年７月にリ
ニューアルオープンした。また、二宮文化会館は平成２６年度から生涯学習施設に用途
変更した。市民会館の利用人数は、平成２７年度が９８，７６７人、平成２８年度が１
０５，９７０人、平成２９年度が８８，０６１人と前年度より減少傾向にある。
　久保講堂については、２万人台で推移している。
　歴史的建造物である久保邸を保存活用するため、久保記念観光文化交流館を平成２４
年～平成２６年にかけて整備し、平成２６年１０月に開館した。
　市民意向調査では、文化芸術活動に参加した市民の割合は、平成２６年度が１３．５％
、平成２７年度が１５．３％、平成２８年度が１５．７％、平成２９年度が１６．１
％で前年度より０．４ポイント上昇した。
また、文化芸術に興味・関心がある市民の割合は、平成２６年度が６４．６％、平成２
７年度が６４．２％、平成２８年度が６２．９％、平成２９年度は６２．３％で前年
度より０．６ポイント低下した。

（２）近隣他市との比較
　市民会館のある市町は、県内２５市町のうち、１７市町となっている。
　また文化協会の会員数は、平成２９年度は真岡市の２，１２７名に対し、足利市３，
０００名、日光市１，７４７名、小山市２，０１６名、佐野市１，５７０名であった。人
口に対する会員数の割合は、各市ともほぼ同水準となっている。

（３）住民期待水準との比較
　市民意向調査での今後のまちづくりに力を入れてほしい施策で「文化芸術、スポーツ
の振興」の割合は、、平成２６年度が９．５％、平成２７年度が１１．２％、平成２
８年度が１１．７％、平成２９年度は１２．１％で、前年度より０．４ポイント上昇
した。



    年度の
評価結果

2. 施策の成果実績に対してのこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括
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　市民だれもが文化芸術に触れ親しみ学ぶ機会を拡充するために以下の取り組みを実施し
た。
・市民会館では、市主催各種自主事業を８回、映画会を７回実施した。
・久保講堂では、真岡市文化祭、芳賀教育美術展、雛飾り、盆栽展等１６団体で１３８
日の利用があった。
・音楽祭では、小学校から一般の音楽団体の２０団体７８８人の参加があり、特別演奏
として「戸原直・小澤佳永デュオ」を鑑賞し、観客数は９１７人であった。
・移動音楽鑑賞教室では、優れた音楽や演劇を直接鑑賞する機会を提供し、芸術に触れ
る喜びを体験させるため、市内中学校２年生対象に「ビバ・ムジカ～「歓びの歌」を歌
おう」を実施し、７８８人の参加があった。　
・文化協会については、文化団体の連絡・交流・連携のもと、各種発表会、研修会、展
示会を開催した。
・文化祭では、市民の文化芸術の発表の場として１５部門で２９日間開催し、応募数は
１，６２２点であった。
・市美術展では、「鳥をモチーフにした美術品」を企画開催し、入場者数は１，０５８
人であった。
・市民芸術鑑賞（美術館めぐり）では、市民の美術鑑賞の機会を設け、本物の美術品に
触れることで美術に対する理解を深めるため、茨城県天心記念五浦美術館、笠間日動
美術館、東京国立美術館、国立西洋美術館の企画展を観賞し、参加者数１６０人であっ
た。
・芳賀地方芸術祭では、芸術の普及奨励と郡市民の文化生活の向上を図るため、郡内各
地で開催され、出品点数は１２，１８１点あり、そのうち真岡市民の出品点数は５，６
９３点であった。
・子ども未来育成事業のジュニア音楽教室では、子供たちの音楽性の向上を図り、生涯に
わたって音楽を愛好する態度や意欲を育てるとともに、人間性や社会性を育む環境を創
出するため、専門的な楽器に触れ学ぶ教室を開催した。ヴァイオリン初級教室１３名、
ヴァイオリン合奏教室３名、チェロ初級教室２人、琴初級教室６名、三味線初級教室６人の
参加者に対し、各教室それぞれ計１２回の教室を開催した。
・子ども未来育成事業の指導者派遣事業では、吹奏楽に係る指導者・生徒のスキルアップを目
的に、小中学校に吹奏楽の指導者を８８回派遣した。
・クラシック音楽鑑賞教室では、クラシック音楽の聴きどころや作曲家、作品の紹介な
どをわかりやすく案内し、広く市民が音楽文化に親しむ環境の充実を図るため、教室を２
回開催し、参加者数は２８６人であった。
・久保記念観光文化交流館美術品展示館は１６，５５５人、久保資料室については１７，
２２４人の来場者があり、美術品展示館では、久保コレクションを中心に年４回のペー
スで企画展を開催した。作品展示のほかワークショップや作家を招聘した講演会を実施し
た。久保資料室では、久保貞次郎氏の功績や人柄をよりわかりやすく伝えるため展示物品の
入替を図った。
・まちかど美術館は、市所蔵美術品や芸術愛好家、市民が創作した作品を展示し、文化芸
術の振興と市民相互の交流を図るとともに、市街地を周遊し、文化芸術に親しむことがで
きる観光拠点として、平成２９年６月に開館した。常設展示室での６回の企画展と、市民
ギャラリーの６団体の利用を合わせて、２，２５１人の来館者があった。
・若手演奏家支援事業は、真岡市にゆかりのあるクラシック音楽の若手演奏家に発表の場を与
え、支援し、本市の文化芸術の向上を図ることを目的とし、平成２８年度から実施してい
る。平成２９年度はコンサートを１回開催し、２７６名の入場者があった。支援者：遠山
綾（テューバ奏者）



    年度の
評価結果

3. 施策の課題認識と改革改善の方向
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（１）市民会館については、市主催各種自主事業や映画会等において、魅力ある事業を計画し
、舞台芸術の振興に努める。利用しやすい会館運営を行い、多くの民間イベントや発
表会に利用されるよう努めていく。
（２）久保講堂については、市の貴重な文化財として保存に努めるとともに、市民の文
化活動の発表の場として積極的に活用する。
（３）文化協会については、価値観の多様化や高齢化の進展により団体数会員数の減
少が続いているのが大きな課題である。文化協会の活動を多くの人に知ってもらい、
もっと活動の幅を広げていけるようなシステムの構築が重要である。
（４）久保記念観光文化交流館美術品展示館、久保資料室については、今後さらに来場者
をいかに増やしていけるかが課題である。魅力ある企画展の開催や展示物品の入替を行
う。
（５）まちかど美術館については、美術館として魅力的な企画展を行い、来場者を増や
すだけでなく、訪れた人が市内の施設を回遊できるよう、久保記念観光文化交流館等の施
設と連携を進める。



■ 補足事項

平成２９年度市民会館利用状況

１、稼働率
・大ホール　利用日数（１９２日）÷　利用可能日数（２６１日）＝７３．６％
・小ホール　利用日数（２３５日）÷　利用可能日数（２７１日）＝８６．７％

２、利用内容ごとの件数及び利用者
・大ホール　　音楽（練習含む）　　　　　１２５件　　　２７，９８７人
　　　　　　　演劇（練習含む）　　　　　　１２件　　　　２，７５８人
　　　　　　　民舞吟　　　　　　　　　　　　９件　　　　１，３３０人
　　　　　　　式典・大会・講演会等　　　　３３件　　　１４，８８３人
　　　　　　　映画上映　　　　　　　　　　　９件　　　　４，９７５人
　　　　　　　発表会・その他　　　　　　　３７件　　　１３，１４７人
　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　２２５件　　　６５，０８０人　

　・小ホール　　音楽（練習含む）　　　　２７１件　　　１５，３１６人
　　　　　　　演劇（練習含む）　　　　　　　２件　　　　　　　２０人
　　　　　　　民舞吟　　　　　　　　　　　　１件　　　　　　　５０人
　　　　　　　式典・大会・講演会等　　　　５７件　　　　６，７６１人
　　　　　　　映画上映　　　　　　　　　　　０件　　　　　　　　０人
　　　　　　　発表会・その他　　　　　　　１１件　　　　　　８３４人
　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　３４２件　　　２２，９８１人　

　　　　　　　


